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11キリスト教と･女性

［
１
］
「
広
東
軍
務
記
」
（
執
筆
者
不
明
、
発
表
年
不
明
）

か
か
は
ず
か
し
ば
く

夫
は
わ
ざ
わ
い
に
罹
り
、
妻
は
辱
め
を
受
け
、
二
つ
の
命
み
な
亡
ぶ
。
子
は
縛
せ
ら
れ
、
母
は
困
居
し
．

し
つ
る

い
ん

も
田
園
は
傷
つ
け
ら
れ
、
室
炉
は
壊
さ
れ
、
墓
は
掘
ら
れ
、
老
少
も
淫
せ
ら
る
。

〔
陳
舜
臣
『
中
国
の
歴
史
七
』
識
談
社
文
庫
、
一
九
九
一
年
、
一
二
○
頁
。
「
広
東
疏
務
記
」
中
国
史
学
会
主
綿

出
版
社
、
一
九
五
五
年
〕

渡
頭
村
の
雷
成
星
の
妻
劉
氏
は
、
山
渓
角
村
の
泰
遠
の
娘
で
あ
る
。
成
星
の
生
業
は

イ
ギ
リ
ス

英
夷
が
入
冠
し
、
そ
の
村
門
に
及
ん
だ
。
劉
氏
は
憤
り
、
棒
を
執
り
、
雷
兆
成
な
ど
に

の
こ

害
さ
れ
て
死
ん
だ
。
歳
二
四
、
一
子
道
蕃
を
遺
す
。

〔
「
同
治
香
山
県
志
巻
一
八
列
女
伝
」
広
東
省
文
史
研
究
館
編
『
三
元
里
人
民
抗
英
闘
争
史
』
。

八
」
（
共
通
文
献
⑪
）
〕

宣
教
師
は
何
を
し
た
か
、
こ
の
問
題
を
中
国
で
は
訊
く
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
が
、
英
国
で
は
常
に
訊
か
れ
る
。
一
八
九
九
年
、
私
は
長

江
に
沿
っ
て
旅
行
し
た
。
こ
の
旅
行
で
見
聞
き
し
た
こ
と
を
書
け
ば
、
あ
る
い
は
こ
の
問
題
に
答
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

、

［
２
］
「
列
女
伝
」
（
執
筆
者
不
明
、
発
表
年
不
明
）

［
３
］
『
藍
色
の
長
衣
の
国
』
（
ア
ー
チ
ボ
ル
ド
・
リ
ト
ル
、
一
九
○
一
年
）

◇①
伝
統
中
国
の
社
会
は
清
代
に
は
そ
の
頂
点
を
迎
え
た
が
、
一
九
世
紀
に
な
る
と
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
た
。
一

八
四
○
～
四
二
年
の
ア
ヘ
ン
戦
争
の
の
ち
、
宣
教
師
と
商
人
を
先
頭
に
、
西
欧
列
強
は
中
国
へ
の
進
出
を
強
め
る
．

一
八
五
一
年
に
は
広
範
な
民
衆
を
巻
き
こ
ん
だ
反
清
運
動
で
あ
る
太
平
天
国
が
興
り
、
華
中
南
一
帯
を
席
巻
す
る

が
、
清
朝
の
支
配
を
倒
す
に
は
至
ら
ず
六
四
年
に
崩
域
し
た
。

一
八
六
○
年
代
か
ら
清
朝
は
、
洋
務
運
動
に
よ
っ
て
西
欧
の
利
器
の
導
入
を
開
始
し
た
。
だ
が
一
八
九
五
年
の

日
清
戦
争
の
敗
北
は
、
危
機
感
を
深
め
た
中
国
の
知
識
人
の
間
に
、
よ
り
抜
本
的
な
改
革
へ
の
議
論
を
噴
出
さ
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
亡
国
の
危
機
を
救
う
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
方
策
を
採
る
べ
き
か
が
模
索
さ
れ
、
そ
の
よ
う

な
な
か
で
女
性
に
期
待
さ
れ
る
も
の
も
、
伝
統
社
会
の
そ
れ
と
は
変
わ
っ
て
い
く
。
こ
う
し
た
改
革
機
運
は
や
が

ぱ
じ
ゆ
つ
へ
ん
ぼ
う

て
体
制
改
革
を
め
ざ
し
た
戊
戌
変
法
（
一
八
九
八
年
）
を
実
現
さ
せ
る
が
、
こ
れ
は
一
○
○
日
で
挫
折
し
、
中
心

の
康
有
為
ら
は
亡
命
す
る
。
そ
の
後
は
日
本
を
舞
台
に
、
革
命
派
と
立
憲
派
が
議
論
を
戦
わ
せ
た
。

一
九
世
紀
末
、
華
北
で
は
義
和
団
が
広
が
る
が
、
列
強
の
共
同
出
兵
を
招
い
て
弾
圧
さ
れ
た
。
清
朝
は
、
二
○

世
紀
に
入
っ
て
立
憲
君
主
制
へ
の
移
行
を
図
っ
た
が
、
遅
き
に
失
し
、
朝
野
の
信
望
を
失
っ
て
い
っ
た
。（

小
浜
正
子
）

認
キ
リ
ス
ト
教
と
女
性
ｌ
西
洋
と
の
遭
遇

成
星
の
生
業
は
儒
者
で
あ
る
。
道
光
辛
丑
〔
一
八
四
一
〕
年
に
、

雷
兆
成
な
ど
に
つ
い
て
、
夷
人
を
打
っ
た
が
、
戦
い
は
敗
れ
、
殺

「
中
国
婦
女
連
動
歴
史
資
料
一
八
四
○
’
一
九
一

母
は
困
居
し
、

『
澗
片
戦
争
（
三
）
』
上
海
人
民

身
家
と
も
に
損
な
う
。
し
か
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キlノスト教と女'IM

じ
ゆ
ん
ど
う

ま
ず
清
江
に
つ
い
て
。
長
江
旅
行
の
最
初
の
港
町
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
循
道
公
会
の
女
子
学
校
は
、
清
江
で
は
と
て
も
有
名
だ
。
音

２１

楽
教
師
が
や
る
気
の
あ
る
人
で
、
女
の
子
た
ち
も
よ
い
声
を
し
て
い
る
の
で
、
難
し
い
歌
で
も
自
在
に
歌
え
る
。
よ
そ
の
学
校
か
ら
羨
ま

け綱
し
が
ら
れ
て
い
る
が
、
音
楽
と
は
じ
つ
に
人
の
気
を
引
く
も
の
で
あ
る
。
〔
中
略
〕
九
江
に
大
き
な
学
校
が
あ
り
、
教
会
の
女
性
を
謎
成

”
し
て
い
る
。
何
人
か
の
子
ど
も
は
ア
メ
リ
カ
で
教
育
を
受
け
た
。
特
に
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
若
い
石
霊
玉
〕
医
師
と
康
〔
幽
医
師

艸
で
、
二
人
は
優
れ
た
中
国
女
性
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
優
秀
な
成
績
で
医
師
の
資
格
試
験
に
合
絡
し
た
の
ち
、
故
郷
に
帰
っ
て
病
院
を
開

↑近
設
し
、
終
日
多
忙
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
〔
中
略
）

瀬
漢
側
の
集
会
の
の
ち
、
漢
陽
で
ま
た
女
性
の
集
会
を
も
っ
た
。
会
に
参
加
し
た
女
性
た
ち
は
み
な
継
足
廃
止
に
賛
同
し
た
。
足
を
純
っ

節
て
い
た
布
を
投
げ
捨
て
た
彼
女
た
ち
に
立
ち
上
が
る
よ
う
に
言
う
と
、
ゆ
っ
く
り
と
立
ち
上
が
っ
た
。
が
、
ま
だ
あ
ま
り
憧
れ
な
い
よ
う

だ
っ
た
。
辛
抱
強
く
纏
足
の
悪
い
点
を
説
明
す
る
と
、
こ
の
湖
北
の
女
た
ち
は
会
心
の
笑
み
を
浮
か
べ
た
．
〔
中
略
〕
武
昌
で
こ
れ
と
同

じ
集
会
を
す
る
前
に
、
上
府
の
若
い
男
性
の
た
め
に
集
会
を
開
い
た
。
そ
こ
で
私
は
無
知
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
。
つ
ま
り
継
足
は
彼
女

た
ち
脚
身
の
好
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
と
言
う
と
、
会
場
中
か
ら
「
ふ
ふ
ふ
」
と
小
さ
な
笑
い
声
が
間
こ
え
て
き
た
。
次
の
朝
早

く
、
こ
の
湖
北
の
省
都
の
大
通
り
に
い
る
と
、
大
き
な
邸
宅
か
ら
子
ど
も
が
走
り
出
て
き
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
余
り
が
な
い
か
と
た
ず

13

ノ
、
こ
グ
叱

れ
た
の
で
、

〔
阿
締
波
徳

炉
月
壷
夢
巴
口

解
説
ア
ヘ
ン
戦
争
は
中
国
大
陸
に
近
代
の
孫
を
開
け
さ
せ
た
が
、
度
重
な
る
列
強
と
の
戦
い
の
な
か
で
、
住
民
は
災
難
に
よ
る
略
奪
、
恭
行

に
生
命
を
さ
ら
さ
れ
た
。
女
性
は
老
少
に
か
か
わ
ら
ず
強
姦
さ
れ
、
男
た
ち
は
殺
さ
れ
、
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
た
住
民
た
ち
は
武
器
に
も
な
ら
な
い

棒
や
く
わ
、
す
き
な
ど
を
手
に
し
て
、
「
平
英
団
」
萸
国
を
平
ら
げ
る
）
な
ど
に
集
結
し
、
立
ち
上
が
っ
た
。
し
か
し
無
力
な
消
朝
の
官
恢
た

ち
は
屈
辱
的
、
売
国
的
な
条
約
を
締
結
し
た
。
そ
れ
以
後
、
中
国
は
半
械
民
地
化
さ
れ
、
欧
米
の
列
強
は
そ
の
勢
力
を
拡
大
し
つ
づ
け
た
。
キ

リ
ス
ト
教
は
東
ァ
》
ン
ァ
に
お
い
て
政
治
力
を
背
景
に
進
出
し
た
が
、
中
国
で
は
北
京
条
約
後
、
布
教
涌
動
が
公
認
、
保
証
さ
れ
て
、
沿
岸
か
ら

新
旧
キ
リ
ス
ト
教
の
各
宗
派
は
多
く
の
伝
道
者
を
中
国
大
陸
に
送
り
こ
ん
だ
。
彼
ら
は
布
教
達
成
の
た
め
に
も
中
国
女
性
の
解
放
の
道
を
開

い
た
。
女
性
た
ち
の
劣
悪
な
家
庭
生
活
や
不
平
等
な
社
会
は
、
欧
米
の
市
民
社
会
を
経
験
し
た
宣
教
師
た
ち
の
同
か
ら
見
る
と
、
總
足
、
女
の

赤
ん
坊
の
間
引
き
、
親
が
決
め
る
蛎
姻
制
度
な
ど
解
決
す
べ
き
問
題
を
多
く
抱
え
て
い
た
。
彼
ら
は
聖
書
を
読
ま
せ
る
た
め
に
識
字
教
育
を
、

さ
ら
に
職
業
教
育
を
、
ま
た
都
市
で
は
音
楽
や
体
育
、
外
国
語
な
ど
近
代
的
な
教
育
も
始
め
た
が
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
女
性
解
放
の
道
へ
つ
な

し
だ
い
に
内
陸
地
域
へ
と
入
っ
て
い
っ
た
．
そ
こ
で
は
義
和
団
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
土
着
の
文
化
、
生
活
慣
習
の
違
い
、
地
元
の
経
済

問
題
な
ど
か
ら
、
地
域
住
民
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
の
間
に
摩
擦
を
生
じ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
特
に
女
性
が
教
会
堂
に
行
く
こ
と
は
、
無
知
も

加
わ
っ
て
宣
教
師
の
た
ぶ
ら
か
し
・
誘
惑
と
誤
解
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
布
教
当
初
は
、
貧
し
い
家
の
女
の
子
を
教
会
で
養
育
す
る
こ
と
か
ら
始

ニ
ン
ポ
ー

中
国
で
初
め
て
設
立
さ
れ
た
教
会
女
子
学
校
は
、
一
八
四
四
年
に
英
国
の
東
方
女
子
教
育
協
進
社
が
寧
波
に
設
立
し
た
寧
波
女
塾
で
あ
る
。

そ
の
後
、
教
会
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
女
塾
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
。
七
七
年
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
で
一
二
一
カ
所
、

収
容
女
子
学
生
二
一
○
一
人
と
い
う
統
計
が
あ
る
。

女
子
の
高
等
教
育
に
関
し
て
は
、
一
九
○
五
年
に
創
立
さ
れ
た
華
北
協
和
女
子
大
学
が
、
中
国
で
初
め
て
の
学
校
で
、
つ
い
で
福
州
の
華
南

文
理
学
院
、
南
京
の
金
陵
女
子
大
学
な
ど
が
作
ら
れ
た
。
嶺
南
大
学
で
は
一
九
○
五
年
に
女
子
を
受

さ
ら
に
職
業
教
育
を
、

が
っ
た
の
で
あ
っ
た
．

ま
っ
た
．

・
立
徳
著
、
王
成
東
・
劉
皓
訳
『
穿
熊
色
長
袖
的
国
度
』
時
班
州
版
社
、
一
九
九
八
年
、
二
八
六
～
二
八
七
、
二
九
一
、
三
○
三
頁
。

匡
圧
の
》
冒
罫
、
旨
ミ
ミ
尋
恥
切
言
、
。
§
誌
．
ご
目

持
た
せ
て
や
っ
た
。

１
１
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て
ん
そ
く

太
平
天
国
の
人
々
は
、
女
性
の
足
を
し
め
つ
け
て
形
状
を
歪
め
る
忌
ま
わ
し
い
習
慣
（
纏
足
）
を
廃
止
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
改
善
し

た
制
度
の
下
で
は
、
女
児
は
一
人
も
こ
の
拷
問
を
受
け
な
い
け
れ
ど
も
、
彼
ら
の
妻
た
ち
は
、
恐
ろ
し
い
「
小
さ
な
足
」
の
者
が
多
く
、

広
西
、
広
東
の
あ
る
地
方
な
ど
の
土
着
民
と
苗
族
を
除
い
て
は
、
は
じ
め
か
ら
、
足
を
か
た
わ
に
す
る
風
習
に
馴
ら
さ
れ
て
い
た
。
太
平

天
国
の
乱
勃
発
の
当
初
以
来
、
生
ま
れ
た
子
供
は
、
全
部
、
自
然
の
ま
ま
の
足
で
あ
る
。
〔
中
略
〕
太
平
天
国
の
下
層
人
民
は
、
一
人
が

妻
一
人
だ
け
を
婆
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
、
，
妻
と
は
牧
師
に
よ
る
正
式
の
結
婚
手
続
き
を
ふ
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
首
領
た
ち
の
場
合
、
結
婚

は
非
常
に
華
麗
、
盛
大
に
挙
行
さ
れ
る
祝
典
で
あ
る
が
、
貧
し
い
階
級
は
、
適
当
と
認
め
ら
れ
る
と
き
だ
け
、
彼
ら
を
直
接
統
治
す
る
上

司
の
許
可
が
得
ら
れ
て
は
じ
め
て
結
婚
で
き
る
。
消
朝
と
正
反
対
の
と
こ
ろ
は
、
太
平
天
国
で
は
一
旦
結
ば
れ
た
結
婚
の
き
ず
な
は
、
決

し
て
ほ
ど
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
妻
の
勝
手
な
離
縁
、
あ
る
い
は
売
却
１
１
中
国
人
の
間
で
は
よ
く
行

わ
れ
て
い
る
ｌ
も
し
く
は
イ
ギ
リ
ス
の
離
婚
裁
判
所
の
訴
訟
手
続
き
な
ど
は
、
太
平
天
国
の
人
々
の
眼
に
は
好
ま
し
い
も
の
と
は
映
じ

な
か
っ
た
。

太
平
天
国
の
女
性
は
い
ず
れ
も
結
婚
し
て
家
族
の
一
員
と
な
る
か
、
そ
れ
と
も
保
識
者
の
な
い
女
子
を
収
容
す
る
大
き
な
施
設
（
す
な

わ
ち
、
初
期
の
姉
妹
宮
、
後
期
の
姉
妹
館
を
さ
す
）
の
一
つ
に
入
る
か
の
ど
ち
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
施
設
は
た
い

て
い
の
主
要
都
市
に
存
在
し
て
、
専
任
の
官
吏
が
監
督
し
て
い
た
。
太
平
天
国
の
領
域
で
は
、
独
身
の
女
性
は
こ
れ
以
外
の
生
活
方
式
は

許
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
法
律
は
売
春
防
止
の
た
め
で
あ
り
、
売
春
行
為
は
死
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
た
し
か
に
非
常
に
効
果
の
あ

っ
た
法
律
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
売
春
行
為
は
、
太
平
天
国
の
各
都
市
で
は
、
ど
こ
で
も
跡
を
絶
っ
た
か
ら
。
だ
が
、
こ
の

［
１
］
「
太
平
天
国
』
（
リ
ン
ド
レ
ー
、
一
八
六
六
年
）

上
海
で
天
足
会
が
組
織
さ
れ
て
、
英
国
人
の
リ
ト
ル
夫
人
（
史
料
［
３
］
の
著
者
）
が
会
長
に
な
っ
た
．
そ
の
後
各
地
に
次
々
と
天
足
会
が
で

き
て
い
っ
た
。
各
地
の
教
会
学
校
で
は
、
不
纏
足
が
入
学
の
必
要
条
件
で
も
あ
っ
た
。
六
七
年
に
杭
州
の
あ
る
教
会
女
子
学
校
で
は
、
学
校
か

ら
衣
食
を
提
供
さ
れ
る
女
子
生
徒
は
放
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
に
盛
り
こ
ん
だ
。

医
療
教
育
面
で
は
、
史
料
に
あ
る
石
美
玉
、
金
雅
妹
、
何
金
英
、
康
成
な
ど
を
、
教
会
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
医
科
大
学
に
留
学
さ
せ
る
一
方
、

西
洋
医
学
の
伝
播
と
と
も
に
、
宣
教
師
た
ち
は
専
門
の
女
子
医
学
院
を
設
立
し
た
。
一
八
七
九
年
、
広
東
に
ア
メ
リ
カ
長
老
教
会
が
作
っ
た
博

済
医
院
の
医
療
班
に
お
い
て
、
二
名
の
神
学
院
の
女
子
学
生
が
学
ん
だ
こ
と
が
、
女
子
医
学
院
設
立
の
発
端
で
あ
る
。

一
八
七
四
年
に
ア
メ
リ
カ
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
中
心
に
な
っ
て
禁
酒
を
す
す
め
る
節
制
通
勤
を
始
め
た
こ
と
か
ら
、
上
海
で
も
一
九
○
九
年
、

キ
リ
ス
ト
教
婦
女
節
制
会
が
作
ら
れ
た
。
以
後
、
多
く
の
教
会
関
係
者
が
女
性
運
動
の
一
環
と
し
て
節
制
会
の
活
動
に
参
加
し
た
。

欧
米
の
資
産
階
級
の
女
性
解
放
理
念
は
こ
の
よ
う
に
し
て
、
意
図
的
に
、
あ
る
い
は
無
作
為
に
教
会
を
と
お
し
て
中
国
社
会
に
導
入
さ
れ
た
。

神
の
名
の
も
と
に
平
等
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
は
、
「
夫
は
妻
の
綱
」
「
三
従
四
徳
」
の
倫
理
道
徳
か
ら
中
国
女
性
を
解
放
し
、
家
庭
に
お

け
る
夫
と
妻
の
平
等
へ
社
会
に
お
け
る
男
女
平
等
の
観
念
は
、
そ
の
後
し
だ
い
に
中
国
社
会
に
影
靭
を
及
ぼ
し
て
い
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
伝
道
師
ヤ
ン
グ
・
ジ
ョ
ン
・
ア
レ
ン
は
「
万
国
公
報
』
を
創
刊
し
、
そ
の
紙
上
で
継
足
反
対
や
女
子
教
育
の
重
要
性
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
繰
り
広
げ
、
ま
た
、
よ
そ
の
国
の
女
性
た
ち
の
様
子
を
知
ら
せ
る
た
め
に
『
全
地
五
大
洲
女
俗
通
誌
」
を
著
し
た
。

（
訳
・
解
説
前
山
加
奈
子
）

参
考
文
献

『
中
国
女
性
解
放
の
先
駆
者
た
ち
」
（
共
通
文
献
⑯
）

『
中
国
女
性
運
動
史
一
九
一
九
～
四
九
』
（
共
通
文
献
⑮
）

「
中
国
近
代
社
会
思
潮
一
八
四
○
～
一
九
四
九
第
二
巻
」
湖
南
教
育
出
版
社
、
一
九
九
八
年

◇②
太
平
天
国
と
義
和
団
ｌ
武
装
反
乱
の
な
か
で

●
《
〈

●

一一一一一用
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装
を
身
に
つ
け
、
馬
に
乗
り
、
手
に
は
塵
払
い
を
も
ち
、
背
に
は
宝
剣
を
帯
び
、
各
村
で
紅
灯
照
を
組
織
し
た
。
い
く
つ
か
の
村
で
は
非

常
に
速
く
組
織
し
た
。
少
女
は
紅
灯
照
を
作
り
、
赤
い
衣
装
を
身
に
つ
け
、
赤
い
布
で
菰
っ
た
。
寡
婦
は
溌
灯
照
を
作
り
、
青
い
衣
装
を

身
に
つ
け
、
青
い
布
で
種
っ
た
．
そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
女
性
が
真
心
か
ら
道
を
修
め
れ
ば
、
仙
人
と
な
っ
て
天
に
昇
り
、

身
に
つ
け
、
青
い
布
で
殺
っ
た
．
そ
し
て
、
坐

海
を
渡
っ
て
外
国
人
を
殺
す
こ
と
が
で
き
る
。

〔
「
寧
津
県
志
稲
」
『
談
和
団
史
料
』
下
冊
、
九
七
一

解
説
太
平
天
国
運
動
（
一
八
五
一
年
一
月
～
六
四
年
七
月
）
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
派
の
流
れ
を
く
む
キ
リ
ス
ト
教
に
も
と
づ
い
た
拝
上
帝

教
を
革
命
理
論
に
作
り
あ
げ
て
、
地
上
に
天
国
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
．
史
料
［
１
］
は
、
太
平
天
国
の
有
力
指
導
者
の
一
人

忠
王
李
秀
成
の
も
と
に
い
た
リ
ン
ド
レ
ー
が
記
し
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
一
節
で
あ
る
．
こ
こ
で
リ
ン
ド
レ
ー
は
、
太
平
天
国
の
女
性
政
策
に

つ
い
て
一
般
的
な
か
た
ち
で
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
太
平
天
圃
の
女
性
の
あ
り
方
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
る
。
起
義
以
来
従
軍
し
て
き

ハ
ッ
カ

た
容
家
や
少
数
民
族
の
老
姉
妹
と
、
進
箙
過
程
、
南
京
で
拉
致
さ
れ
、
脅
従
さ
せ
ら
れ
た
新
姉
妹
で
あ
る
。
老
姉
妹
は
継
足
の
習
悩
が
な
く
、

そ
さ
ん
じ
よ
う

蘇
三
娘
の
よ
う
に
女
耶
を
率
い
た
り
、
女
館
を
管
轆
す
る
指
導
的
地
位
に
つ
い
た
。
新
姉
妹
は
纏
足
を
解
か
れ
、
老
姉
妹
の
監
督
の
も
と
で

て
ん
ら
よ
う
で
ん
ぱ

一
織
艸
鯏
継
雛
測
罐
溌
蝿
継
識
辮
蕊
澱
砿
臓
繊
識
駐
溌
溌

す

ひ
と
た
び
波
乱
が
起
き
て
、
ま
だ
し
ず
ま
ら
な
い
の
に
、
ま
た
一
波
乱
が
起
き
た
。
た
ち
ま
ち
保
定
府
に
神
兵
天
将
が
降
臨
し
た
こ
と

を
聞
い
た
。
そ
の
名
は
紅
灯
照
と
い
う
。
み
な
若
い
女
性
で
、
全
身
赤
衣
を
着
用
し
、
手
に
は
赤
い
布
を
も
っ
て
い
た
。
は
や
り
歌
は
次

の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
赤
い
布
を
一
振
り
す
る
と
、
布
は
灯
火
に
変
わ
り
、
灯
火
の
到
る
と
こ
ろ
、
大
火
が
た
ち
ど
こ
ろ
に
起
こ
る
。

背
に
は
飛
剣
を
柿
し
、
遠
く
の
人
の
首
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
確
固
と
し
て
揺
る
が
ず
、
心
は
戦
い
を
交
え
る
こ
と
を
思
う
。

ど
ん
な
武
器
で
も
、
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
。
鉄
砲
や
大
砲
に
あ
た
っ
て
も
、
燃
え
る
こ
と
は
な
い
。
義
和
団
の
法
術
は
大
き
い
け
れ
ど
も
、

な
お
汚
れ
た
も
の
を
恐
れ
る
。
だ
が
紅
灯
照
に
は
恐
れ
る
も
の
は
一
つ
も
な
く
、
義
和
団
と
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
、
先
頭
の
隊
列
を
な

〔
快
名
「
遇
雌
日
記
」
『
義
和
剛
』
第
二
冊
、
一
六
三
頁
。
『
中
国
婦
女
巡
動
歴
史
資
料
一
八
川
○
～
一
九
一
八
』
（
共
通
文
献
⑪
）
〕

法
律
の
厳
重
な
施
行
は
、
実
際
上
か
な
り
過
酷
で
あ
っ
た
。
〔
中
略
〕
太
平
天
国
で
は
、
女
の
本
来
の
場
は
、
男
の
伴
侶
で
あ
る
と
認
め

て
い
る
。
女
子
の
教
育
と
発
達
は
、
男
子
と
平
等
に
よ
く
留
意
さ
れ
て
い
る
。
神
に
対
す
る
努
め
は
諄
々
と
教
え
ら
れ
て
い
る
。
日
常
の

礼
拝
で
は
、
女
子
も
固
有
の
坐
席
を
占
め
る
。
多
く
の
女
性
は
熱
心
に
、
平
易
に
『
聖
書
』
を
教
え
、
解
説
を
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
女

性
を
太
平
天
国
運
動
に
よ
っ
て
そ
の
狸
得
し
た
地
位
の
向
上
に
ふ
さ
わ
し
く
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔
リ
ン
ド
レ
ー
著
、
増
井
経
夫
・
今
村
与
志
雄
訳
『
太
平
天
国
ｌ
李
秀
成
の
幕
下
に
あ
り
て
』
第
二
巻
、
平
凡
社
、
一
九
六
四
年
、
一
四
九
～
一

五
一
頁
．
匡
邑
‐
一
の
（
曾
噌
の
冨
叩
同
匡
邑
ｇ
）
》
国
‐
鞄
畠
静
薑
‐
園
ミ
．
曽
鰯
麺
房
さ
逼
旦
詩
葛
１
国
畠
騨
ミ
ミ
ミ
．
ミ
ミ
ミ
愚
圏
言
亨
ミ
ミ

具
導
、
隆
震
尋
。
爵
恕
尉
ミ
ミ
禅
ミ
ミ
ミ
劇
も
８
房
．
》
冒
且
目
》
ロ
豊
陣
曾
用
．
扇
急
〕

［
３
］
「
寧
津
県
志
稿
」
（
執
筆
者
不
明
、
発
表
年
不
明
）

ち
よ
う
ほ
●
っ

光
諸
二
六
年
二
月
の
こ
ろ
、
紅
灯
照
の
仙
女
張
鳳
州
（
川
束
省
楽
陵
県
の
人
）
が
四
、
五
人
の
お
供
を
つ
れ
て
い
た
。
み
な
赤
い
衣

［
２
］
「
遇
雌
日
記
」
（
執
筆
者
不
明
、
発
表
年
不
明
）

九
七
三
～
九
七
四
頁
〃

太平天国の貴婦人（リンドレー
軒．jWI:･今村駅『太平天岡』）

た
。
し
か
し
新
姉
妹
は
繩
足
を
解
い
て
も
足
は
も
と
に
も
ど
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
一
歩
も
歩

け
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
継
足
の
禁
止
は
、
新
姉
妹
に
苦
州
を
与
え
る
の
み
で
実
行
し
え

な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
指
導
者
洪
秀
全
は
の
ち
に
妻
の
数
を
官
階
の
高
低
に
準
ず
る
「
多

麥
詔
」
を
出
し
て
、
一
夫
一
婦
制
を
否
定
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
後
期
の
太
平
天
国
の
政

莱
と
実
態
に
は
初
期
の
理
念
と
政
策
と
は
異
な
る
も
の
に
変
化
し
た
点
が
あ
る
。
リ
ン
ド

レ
ー
の
文
章
は
、
主
と
し
て
老
姉
妹
の
状
態
に
視
点
を
あ
て
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
．

義
和
団
巡
動
二
八
九
九
年
三
月
～
一
九
○
一
年
九
月
）
は
、
キ
リ
ス
ト
教
排
斥
運
動

『
中
国
婦
女
述
動
歴
史
資
料
一
八
四
○
～
一
九
一
八
』
（
共
通
文
献
⑪
）
〕

に

I
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謝
月
河
謝
謝
甜
圓
鵬
馴
薗
彊
罰
驚
劉
彊
剰
営
濁
藪
爵

寛a蕊
＄

の
発
展
と
し
て
、
「
扶
清
滅
洋
」
（
清
朝
を
助
け
西
洋
を
減
す
）
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
反
帝
国
主
義
巡
勤
で
あ
っ
た
。
義
和
団
に
結
集
し
た

の
は
、
義
和
拳
、
大
刀
会
鉄
布
杉
、
無
影
鞭
な
ど
の
郷
村
自
衛
組
織
で
あ
っ
た
。
義
和
拳
な
ど
は
、
武
術
で
身
体
を
鍛
え
た
。
こ
の
武
術
は

神
秘
性
を
帯
び
、
拳
法
を
学
べ
ば
神
仙
が
身
体
に
付
着
し
て
銃
弾
す
ら
避
け
て
通
る
と
い
う
迷
信
を
も
っ
て
い
た
。
男
性
が
義
和
剛
で
戦
っ
た

と
き
、
女
性
も
組
織
を
作
っ
て
戦
っ
た
。
そ
れ
が
史
料
［
２
］
［
３
〕
に
出
て
く
る
紅
灯
照
嫌
灯
照
で
あ
る
。
聴
灯
照
は
中
年
の
女
性
の
組

織
と
も
い
わ
れ
、
ま
た
老
年
の
女
性
の
組
織
と
し
て
黒
灯
照
が
あ
っ
た
。
こ
の
な
か
で
と
り
わ
け
、
紅
灯
照
の
名
が
満
か
つ
た
．
紅
灯
照
は
一

二
～
一
八
歳
の
娘
た
ち
、
な
か
に
は
八
、
九
歳
の
子
ど
も
が
加
わ
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
．
指
導
肴
と
し
て
茂
迦
聖
母
と
翠
雲
娘
の
猫
が
知
ら

れ
て
い
る
が
、
参
加
者
が
い
か
な
る
人
々
で
あ
っ
た
の
か
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
彼
女
た
ち
は
髪
を
総
わ
ず
、
継
足
を
せ
ず
、

赤
い
上
端
と
ズ
ボ
ン
を
つ
け
、
赤
い
帽
子
を
か
ぶ
り
、
赤
い
靴
を
は
い
て
い
た
。
手
に
は
紅
灯
照
と
よ
ば
れ
る
、
ラ
ン
タ
ン
の
よ
、
フ
な
も
の
を

も
っ
て
い
た
。
彼
女
た
ち
は
団
員
の
負
傷
者
を
看
泄
し
た
り
、
見
張
り
に
立
っ
た
り
、
悩
報
を
施
薬
し
た
り
し
た
。
刀
を
振
り
ま
わ
し
、
扇
を

振
る
う
と
い
う
訓
練
は
厳
格
で
あ
っ
た
。
赤
い
閥
や
布
を
振
る
う
と
天
に
上
っ
た
り
、
火
が
つ
い
た
り
す
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。
彼
女
た
ち
は

義
和
団
と
と
も
に
、
洋
館
を
焼
き
討
ち
し
、
外
国
人
を
殺
し
て
ま
わ
っ
た
。
こ
れ
は
武
器
ら
し
い
武
器
を
も
た
ず
、
素
手
で
西
欧
の
近
代
兵
器

と
対
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
民
衆
が
、
こ
の
よ
う
な
迷
信
を
武
器
と
し
て
、
団
を
組
織
し
、
侵
略
者
と
戦
お
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

（
訳
・
解
説
針
谷
美
和
子
）

参
考
文
献

針
谷
美
和
子
「
太
平
天
国
に
お
け
る
女
性
の
位
設
」
『
小
国
の
伝
統
社
会
と
家
族
」
（
共
通
文
献
⑳
）

堀
川
哲
男
「
義
和
団
述
動
の
発
展
段
階
」
野
沢
豊
・
川
中
正
俊
ほ
か
編
『
誰
座
中
国
近
現
代
史
』
鋪
二
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八

Ｆｆ
小
林
一
美
「
義
和
団
の
民
衆
思
想
」
同
右
書

『
中
国
女
性
史
』
（
共
通
文
献
⑤
）

白
話
長
編
小
説
、
全
一
二
○
回
。
清
代
中
期
頃
に
成
立
し
た
と
さ

そ
う
せ
つ
さ
ん

れ
る
。
作
者
は
曹
雪
芹
。
第
八
○
回
ま
で
が
曹
雪
芹
に
よ
っ
て
書
か

こ
う
が
く

れ
、
後
半
の
四
○
回
は
高
鶚
の
続
作
だ
と
さ
れ
る
。
作
品
は
、
女
蝸

が
天
の
修
理
に
使
い
残
し
た
万
が
、
僧
侶
や
遊
士
に
伴
っ
て
下
界
に

降
り
、
見
聞
し
た
記
録
と
い
う
設
定
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

『
石
頭
記
』
と
い
う
題
名
が
は
じ
め
使
わ
れ
て
い
た
。

が

物
語
の
中
心
は
賀
家
で
あ
り
、
家
の
全
朧
か
ら
没
落
ま
で
を
柵
い

て
い
る
．
賀
家
に
は
天
上
の
仙
女
た
ち
が
降
り
て
き
て
作
り
上
げ
た
、

地
上
の
大
観
閲
と
い
う
女
性
た
ち
の
世
界
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
二

人
が
、
主
人
公
・
質
宝
玉
を
取
り
巻
く
主
要
な
女
性
た
ち
で
あ
る
。

さ

そ
の
た
め
『
紅
楼
夢
』
の
異
名
と
し
て
「
金
陵
十
二
叙
」
が
使
わ
れ

コ
ラ
ム
◇
『
紅
楼
夢
』

隼
測
盛
韓
獅
零
碆
稗
竪
諏
砲
誕
毎
画
９
哨
筐
寡
再
朏
厘
冨
猛
睡
岳
睡
垂
睡
麗
〃
８
割
サ
リ
ー
４
１
１
ｉ
，
。
』
刃
３
６
５
２
，
１
９
Ｆ
藩
麿
耳
１
８
，
嗣
過
診
塞
夢
謬
を
鷲
舞
認
郡
琢
稔
認
較
蜂
麓
知
露
群
秘
髭
騨
鷲
騨
嘩
零
態
隔
輝
砺
發
謹
溌
承
鉢
鰯
・
報
袋
辱
難
尹
麓
丞
麹
癖
や
曇
錦
季
鞭
笠
蕊
蓬
隷
猛
獅
誇
圏
・
汝
』
酵
俊
Ｊ
蕪
蕊
越

ワ
（
や
。

女
性
た
ち
の
な
か
で
も

特
に
重
要
な
人
物
と
し
て

書
か
れ
て
い
る
の
は
、
才

気
溢
れ
る
女
性
で
は
あ
る

り
ん
た
い
ざ
よ
く

が
病
身
な
林
黛
玉
と
、

せ
つ
ほ
う
さ

お
っ
と
り
と
し
て
家
庭
的
な
鮮
宝
叙
で
あ
る
．
二
人
は
、
質
家
の
跡

つ
ぎ
で
あ
る
班
宝
玉
の
夫
人
候
補
と
し
て
ラ
イ
バ
ル
関
係
で
も
あ
り
、

そ
の
人
物
像
も
対
照
的
に
柵
か
れ
て
い
る
。
林
熊
玉
は
反
封
建
的
な

性
格
を
備
え
た
女
性
と
し
て
柵
か
れ
、
峠
宝
叙
は
封
建
社
会
の
な
か

で
異
端
児
扱
い
を
さ
れ
な
い
比
鮫
的
古
風
な
女
性
と
し
て
州
か
れ
て

い
る
．
二
人
は
対
比
を
な
す
性
格
だ
が
、
と
も
に
封
建
社
会
の
不
合

理
な
制
度
に
翻
弄
さ
れ
る
女
性
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
作

者
は
こ
の
二
人
の
女
性
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
で
、
家
族
制
没
下
に
お

か
れ
た
女
性
た
ち
の
苦
揃
を
表
現
し
批
判
し
た
。
宝
玉
は
「
女
の
子

の
体
は
水
で
で
き
て
い
る
、
男
は
泥
で
で
き
て
い
る
」
な
ど
と
女
性

隙
重
を
砿
調
す
る
人
物
で
あ
る
。
『
紅
楼
夢
』
は
、
男
尊
女
卑
の
社

会
に
あ
り
な
が
ら
、
女
性
を
尊
重
し
た
立
場
か
ら
女
性
た
ち
の
世
界

を
猫
い
た
最
初
の
小
説
と
い
え
る
。

〔
伊
藤
漱
平
訳
『
紅
楼
夢
上
・
中
・
下
』
（
巾
国
文
学
大
系
）
平
凡
社
、

一
九
七
三
年
。
松
枝
茂
夫
訳
『
紅
楼
数
』
瑞
波
緋
店
、
一
九
七
二
年
（
改

訳
一
九
八
五
年
）
〕
（
仙
禰
知
子
）

一一m…認一画禮一一睡

I
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お
お
、
二
億
の
男
性
は
文
明
の
新
世
界
に
入
っ
て
い
る
の
に
、
わ
が
二
徳
の
女
性
同
胞
は
、
依
然
と
し
て
一
八
重
地
獄
の
暗
黒
に
沈
ん

で
い
て
、
そ
の
一
重
で
も
向
上
し
よ
う
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
足
は
小
さ
く
細
足
し
、
髪
は
て
か
て
か
に
櫛
を
い
れ
、
頭
に
は
花
・
リ
ボ

ら
で
ん

ボ
タ
ン

ン
・
螺
釧
の
か
ん
ざ
し
、
身
に
は
薄
絹
・
厚
絹
・
縁
取
り
・
飾
り
釦
、
そ
し
て
お
し
ろ
い
を
白
く
、
べ
に
を
紅
く
塗
り
つ
け
る
。
生
涯
知

っ
て
い
る
こ
と
は
、
た
だ
男
性
に
よ
り
か
か
り
、
衣
食
を
も
っ
ぱ
ら
依
存
す
る
こ
と
ば
か
り
。
身
は
な
よ
な
よ
と
な
ま
め
か
し
く
、
辛
い

気
も
ち
は
黙
っ
て
忍
び
、
涙
は
い
つ
も
流
れ
お
ち
、
仕
事
は
や
っ
と
や
り
と
げ
る
。
生
涯
の
囚
人
、
半
生
の
牛
馬
で
す
。
姉
妹
の
皆
さ
ま

に
お
た
ず
ね
し
ま
す
。
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
自
由
の
幸
せ
を
享
受
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
、
ど
う
で
し
ょ
う
。
〔
中
略
〕

あ
あ
、
さ
て
姉
妹
の
皆
さ
ま
、
天
が
下
で
奴
隷
と
い
う
こ
の
名
は
全
地
球
の
万
国
の
誰
一
人
と
て
甘
受
し
な
い
と
こ
ろ
で
す
の
に
、
な

ぜ
ま
た
わ
が
姉
妹
は
平
然
と
受
け
て
屈
辱
と
し
な
い
の
で
す
。
姉
妹
た
ち
の
言
い
分
は
、
私
た
ち
女
性
は
自
分
で
お
金
も
う
け
が
で
き
な

い
し
、
う
で
も
な
い
。
一
生
の
運
は
夫
に
た
よ
る
だ
け
、
ど
ん
な
辛
い
め
も
致
し
方
が
な
い
、
運
命
と
し
て
身
を
ま
か
せ
る
の
だ
、
と
い

う
。
こ
の
言
葉
こ
そ
意
気
地
の
な
い
こ
と
で
す
。
お
お
、
け
れ
ど
も
一
人
の
人
間
と
し
て
、
意
気
地
の
な
い
の
は
お
そ
ろ
し
い
こ
と
で
す
。

意
気
地
が
あ
れ
ば
、
自
立
の
基
礎
、
自
活
の
技
能
を
求
め
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
い
ま
は
女
子
の
学
校
も
多
く
な
り
、
女
性
の
技
芸
も
お
こ

っ
て
い
る
か
ら
、
学
問
・
技
芸
を
修
得
し
て
、
教
師
に
な
り
、
作
業
場
を
開
け
ば
、
自
活
の
途
は
立
つ
．
は
ず
で
す
。
坐
食
し
て
父
兄
や
夫

現
在
、
解
放
論
を
主
張
し
て
い
る
者
は
、
第
一
に
女
性
が
職
業
を
も
っ
て
独
立
す
る
こ
と
、
第
二
に
参
政
権
の
男
女
平
等
を
唱
え
て
い

る
。
だ
が
、
職
業
を
も
っ
て
独
立
す
る
と
い
う
の
は
、
個
人
に
つ
い
て
の
こ
と
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
全
体
に
つ
い
て
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

も
し
個
人
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
自
分
だ
け
支
配
を
受
け
な
い
こ
と
に
す
ぎ
ず
、
多
数
の
婦
人
が
す
べ
て
苦
難
を
免
れ
る
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。
も
し
全
休
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
今
日
の
経
済
社
会
の
組
織
は
少
数
の
富
民
が
独
占
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

平
民
の
失
業
者
は
い
っ
そ
う
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
も
な
お
婦
人
が
職
業
を
も
っ
て
こ
そ
独
立
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
れ

ば
、
職
業
的
独
立
と
は
職
業
と
い
う
か
た
ち
で
他
人
に
労
役
を
供
す
る
こ
と
の
異
名
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
自
由
、
解
放
な
ど
、
ど

う
し
て
独
得
で
き
よ
う
か
。
〔
中
略
〕

の
足
手
ま
と
い
に
な
ら
な
く
て
す
み
ま
す
。

〔
西
順
蔵
訳
、
『
中
国
古
典
文
学
大
系
五
八
』

男
性
と
同
権
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
男
性
が
長
年
に
わ
た
っ
て
権
力
を
掌
握
し
て
き
た
結
果
、
男
女
の
参
政
権
を
同
等
に
す
る
こ

と
は
一
朝
一
夕
に
は
不
可
能
だ
し
、
そ
れ
は
さ
て
お
い
て
、
か
り
に
同
等
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
す
べ
て
の
女
性
が
政
治
に
参
与
す
る
こ

と
は
絶
対
に
で
き
な
い
。
政
治
に
参
与
す
る
少
数
の
女
性
が
支
配
的
地
位
に
つ
き
、
権
利
を
も
た
ぬ
多
数
の
女
性
は
そ
の
支
配
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
て
、
男
女
不
平
等
の
う
え
に
、
さ
ら
に
女
性
社
会
の
な
か
に
も
不
平
等
な
階
級
差
別
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。

〔
丸
山
松
幸
訳
、
「
原
典
中
国
近
代
思
想
史
第
三
冊
辛
亥
革
命
」
（
共
通
文
献
⑳
）
。
「
女
子
解
放
問
題
」
『
天
義
』
第
八
・
九
・
一
○
合
冊
〕

［
２
］
「
女
性
解
放
問
題
」
（
何
震
〔
署
名
は
震
述
〕
、
一
九
○
七
年
九
月
）

つ
つ
０
》

［
１
］
「
敬
ん
で
姉
妹
に
告
げ
る
」
（
秋
斑
、
一
九
○
七
年
）

解
説
一
九
世
紀
の
八
○
年
代
以
降
、
日
清
戦
争
を
契
機
と
し
て
民
族
的
危
機
を
深
刻
に
受
け
と
め
た
人
々
は
、
救
国
の
道
を
模
索
し
、
康
有

為
や
梁
啓
超
た
ち
は
維
新
・
変
法
運
動
に
発
展
さ
せ
た
。
そ
の
な
か
で
中
国
女
性
が
、
伝
統
的
な
家
族
制
度
と
慣
習
に
よ
っ
て
、
悲
惨
な
状
況

に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

康
有
為
は
「
大
同
書
」
を
著
し
、
天
賦
人
権
、
自
由
平
等
思
想
の
も
と
で
大
同
世
界
を
実
現
す
る
た
め
に
は
男
女
平
等
か
ら
始
め
る
べ
き
だ

と
考
え
た
。
そ
こ
に
は
「
女
性
の
苦
し
み
」
を
列
挙
し
、
「
驚
く
べ
き
、
怪
し
む
べ
き
、
泣
く
べ
き
」
悲
惨
な
境
遇
を
詳
し
く
述
べ
、
そ
し
て

女
子
学
校
の
設
立
、
女
性
に
も
科
挙
の
受
験
資
格
を
与
え
る
こ
と
、
選
挙
へ
の
参
加
、
官
賊
に
就
く
こ
と
、
婚
姻
の
自
由
、
「
夫
に
従
う
」
各

●

◇、

し
ゆ
う
き
ん
か
し
ん

清
末
の
女
性
解
放
思
想
ｌ
秋
理
と
何
震

（
共
通
文
献
⑳
）
。
「
敬
告
姉
妹
佃
」
「
中
国
女
報
」
第
一
期
〕

Ｊ
‐
・
‐
．
Ｆ
“

ケ
リ
ｂ
雫
Ｌ
・
日
哩
、
，
菌
上
。

－－
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る
）
の
民
族
運
動
へ
行
動
を
起
こ
し
た
．
自
立
の
た
め
に
は
「
学
問
を
す
る
こ
と
」
と
考

え
て
日
本
留
学
を
し
た
が
、
「
滅
消
典
漢
」
を
実
現
す
る
た
め
に
帰
国
し
て
、
女
性
解
放
運
動
や
革
命
活
動
に
奔
走
し
た
。
志
半
ば
で
逮
捕
処

刑
さ
れ
た
が
、
女
性
革
命
家
と
い
え
ば
、
ま
ず
秋
理
の
名
が
あ
げ
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

ろ
へ
⑭
じ
よ
う

一
九
○
四
年
、
北
洋
女
子
公
学
を
創
設
し
た
呂
碧
城
は
、
女
権
の
独
得
、
尚
武
独
国
、
民
族
の
危
機
を
救
お
う
と
い
う
呼
び
声
に
応
え
て
、

「
国
を
強
く
す
る
た
め
に
は
必
ず
人
材
の
教
育
を
第
一
の
務
め
と
す
る
べ
き
だ
」
と
考
え
た
。
呂
の
進
歩
的
な
文
章
を
目
に
し
た
秋
班
は
、
男

装
し
て
天
津
ま
で
彼
女
に
会
い
に
行
っ
た
。
そ
し
て
、
留
学
し
て
革
命
運
動
を
す
る
こ
と
を
勧
め
る
が
、
呂
碧
城
は
世
界
主
義
を
と
っ
て
お
り
、

政
体
改
革
に
は
同
調
す
る
が
、
民
族
の
別
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
秋
理
は
革
命
を
、
呂
は
文
筆
を
主
な
活
動
と
し
た
。

何
震
は
、
夫
の
劉
師
培
と
と
も
に
日
本
で
女
子
復
権
会
を
作
り
、
そ
の
機
関
誌
『
天
義
』
を
一
九
○
七
年
六
月
に
創
刊
し
て
、
無
政
府
主
義

の
女
性
解
放
論
を
展
開
し
た
。
そ
の
趣
旨
は
、
「
固
有
の
社
会
を
破
壊
し
、
人
類
の
平
等
を
実
行
す
る
こ
と
、
女
界
革
命
を
提
唱
す
る
ほ
か
、

種
族
、
政
治
、
経
済
の
諸
革
命
も
兼
ね
て
提
出
す
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
（
解
説
前
山
加
奈
子
）

参
考
文
献

『
中
国
女
性
解
放
の
先
駆
者
た
ち
』
（
共
通
文
献
⑯
）

『
中
国
女
性
遮
勤
史
一
九
一
九
～
四
九
』
（
共
通
文
献
⑮
）

『
秋
班
集
』
中
華
譜
局
、
一
九
六
○
年

き
る
」
と
主
張
し
た
。
女
性
を
国
家
と
結
び
つ
け
る
梁
啓
超
の
良
妻
贋
慨
主
義
は
、
当
時
は
先
進
的
な
考
え
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
の
ち
の

女
子
教
育
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

た
ん
し
ど
う

諏
嗣
同
は
女
性
に
の
み
一
方
的
に
貞
節
を
守
る
こ
と
を
砿
要
し
て
い
る
封
建
的
倫
理
遊
徳
を
批
判
し
た
。
そ
の
著
諜
『
仁
学
』
の
な
か
で
、

い
っ
さ
い
の
「
網
羅
」
（
無
限
の
服
空
い
つ
ぱ
い
に
存
在
す
る
束
縛
）
を
突
き
破
り
、
脚
山
自
在
の
活
動
を
求
め
、
男
女
平
等
を
含
ん
だ
、
人

と
人
の
あ
い
だ
の
平
等
を
実
現
す
る
こ
と
を
著
し
た
。
夫
を
淡
の
綱
と
す
る
こ
と
に
反
対
し
、
夫
婦
間
の
主
従
関
係
を
改
め
る
こ
と
を
主
張
し
、

り
じ
ゆ
ん

妻
の
李
閏
と
愛
怖
深
い
対
等
な
関
係
を
も
ち
つ
づ
け
た
．

こ
う
さ
ん
ご

一
八
九
七
年
、
李
閏
や
批
誠
娯
（
康
有
為
の
弟
の
妻
）
た
ち
が
中
国
女
学
会
を
創
設
し
、
女
性
向
け
の
最
初
の
刊
行
物
『
女
学
報
』
を
創
刊

し
た
。
そ
こ
で
は
女
性
執
節
者
た
ち
は
自
分
の
氏
名
を
城
せ
た
。
そ
れ
は
、
従
来
の
既
蛎
女
性
が
「
×
×
氏
」
と
実
家
の
姓
で
呼
ば
れ
、
名
前

も
表
さ
な
い
科
慣
を
、
「
家
」
や
男
性
へ
の
従
臓
だ
と
考
え
、
自
分
た
ち
の
人
格
的
独
立
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
女
性
の
政
治

参
加
古
い
貞
節
観
や
蛎
姻
制
度
・
伝
統
的
慣
習
の
改
革
な
ど
を
提
起
し
、
行
動
に
移
し
た
。

二
○
世
紀
に
入
る
と
、
し
だ
い
に
西
欧
の
近
代
思
想
が
伝
わ
り
、
ス
ペ
ン
サ
ー
や
ミ
ル
の
女
権
思
想
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
清
朝
の
腐
敗
政さ

ん

治
に
反
対
し
、
変
革
を
促
す
革
命
派
の
運
動
が
起
き
る
と
、
女
性
解
放
は
封
建
的
な
家
庭
か
ら
出
る
こ
と
だ
と
呼
び
か
け
ら
れ
た
。
金
一
（
金

て
ん
か
く

天
翻
）
は
「
暗
闇
」
の
な
か
に
い
る
中
国
女
性
の
た
め
に
、
自
由
の
鐘
、
革
命
の
範
を
打
ち
鳴
ら
そ
う
と
し
て
『
女
界
錬
』
を
著
し
た
。
そ
の

な
か
で
、
女
性
の
自
由
を
束
縛
し
て
い
る
綴
足
や
長
い
髪
か
ら
解
放
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
二
○
世
紀
の
世
界
は
女
権
革
命
の
時
代
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で
あ
る
こ
と
、
民
権
と
女
権
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
、
女
性
の
独
得
す
べ
き
諸
権

紙
利
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。
革
命
運
動
の
進
展
と
と
も
に
、
女
性
も
革
命
運
動
に
参
加
す

嶬
る
べ
き
だ
と
い
う
、
王
張
も
高
ま
り
、
「
三
民
王
義
」
を
提
唱
し
た
孫
文
は
、
男
女
同
権
を

割
「
民
主
」
の
一
部
と
し
た
。

辰
秋
嚥
は
、
自
分
の
境
遇
か
ら
女
性
の
お
か
れ
て
い
る
「
暗
闇
」
の
状
況
に
気
づ
き
、
自

立
す
る
道
を
求
め
る
一
方
で
、
「
滅
清
典
漢
」
（
清
朝
を
滅
ぼ
し
て
漢
民
族
の
政
権
に
す

規
定
の
取
り
や
め
、
細
足
や
腰
の
締
め
付
け
な
ど
の
旧
風
俗
の
排
除
な
ど
を
主
張
し
た
。

梁
啓
超
は
、
『
新
民
税
』
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
経
済
の
而
か
ら
「
利
を

生
む
」
人
と
「
利
を
分
か
２
人
の
二
祇
類
が
い
る
が
、
女
子
は
学
紬
が
な
く
、
峨
業

を
も
た
な
い
の
で
「
利
を
分
か
２
ほ
う
だ
。
国
が
弱
い
の
は
こ
の
「
利
を
分
か
つ
」

人
が
多
い
か
ら
で
あ
る
．
女
子
教
育
を
お
こ
し
、
女
子
の
素
質
を
商
め
る
こ
と
で
、
国

を
富
ま
せ
民
を
強
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
他
の
人
に
養
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
生

き
て
い
け
な
い
」
状
況
は
、
教
育
を
受
け
る
権
利
を
奪
わ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
ま

た
女
子
教
育
は
母
親
教
育
に
つ
な
が
り
、
「
民
族
の
質
の
向
上
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で

、
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